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前
回
の
朝
鮮
戦
争
前
後
の
京
都
の
学
生

運
動
の
研
究
状
況
の
紹
介
で
言
っ
て
い
た
、

新
し
い
資
料
の
発
掘
を
続
け
て
い
る
と
い

う
話
を
書
い
た
ら
、
そ
の
資
料
の
い
く
つ

か
を
、
紹
介
し
ろ
と
編
集
者
か
ら
言
わ
れ

た
。
そ
こ
で
戦
後
の
学
生
運
動
の
歴
史
を

ふ
り
返
り
な
が
ら
、
二
、三
回
の
資
料
紹
介

を
書
く
こ
と
に
す
る
。

一　

G‌

H‌

Q
の
見
た

      

京
大
看
護
学
校
事
件

　

戦
後
の
京
都
の
学
生
運
動
の
な
か
で

の
最
初
の
大
事
件
は
、
一
九
四
九
年
五
月

一
四
日
の
京
大
の
看
護
学
校
事
件
で
あ
る
。

こ
の
日
、
厚
生
女
学
部
（
い
わ
ゆ
る
「
看

護
学
校
」）
の
学
生
六
名
が
、
京
大
医
学
部

病
院
に
採
用
さ
れ
ず
、
学
生
と
病
院
が
対

立
し
て
、
戦
後
初
め
て
京
大
に
警
官
隊
が

導
入
さ
れ
、
三
名
の
学
生
が
逮
捕
さ
れ
た

事
件
で
あ
る
（『
学
園
新
聞
』）。

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
の『
百

年
史
』
に
も
書
か
れ
て
お
り
、
資
料
の
一

部
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
G‌

H‌

Q

文
書
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。「
昭

和
二
十
四
年
五
月
二
十
日
」
付
け
の
京
都

連
絡
調
整
事
務
局
の
「
執
務
年
月
報　

第

三
十
号
」
に
よ
る
と
、「
京
大
事
件
に
関
す

る
件
」と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

 

京
大
病
院
厚
生
女
学
部
卒
業
生
六
名
の
看

護
婦
不
採
用
に
か
ら
む
紛
争
は
、
五
月
中

旬
、
不
採
用
看
護
婦
の
ハ
ン
ス
ト
を
最
高
潮

と
し
て
、
そ
の
後
学
生
代
表
及
び
病
院
側

と
の
間
に
四
名
採
用
、
そ
の
他
妥
協
点
を

決
定
し
、
解
決
し
た
か
に
み
え
た
が
、
五
月

十
八
日
覚
書
の
調
印
を
病
院
側
が
拒
否
し
、

一
方
京
都
市
警
察
で
は
永
田
局
長
以
下
警
官

三
百
名
が
大
学
構
内
に
出
動
し
て
、
学
生

代
表
三
名
を
面
会
強
要
容
疑
で
逮
捕
し
た

た
め
、
事
件
は
採
用
問
題
よ
り
転
じ
て
学

園
の
自
治
と
云
う
根
本
問
題
に
ま
で
大
き

く
発
展
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
一
部
進
歩
的
教

授
、
助
教
授
」
は
、「
大
学
自
治
の
改
革
に

邁
進
す
る
声
明
書
を
発
表
し
た
」。
学
生
の

な
か
で
も
「
左
右
の
対
立
が
激
し
く
な
り
つ

つ
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、G‌

H‌

Q
は
、

「
本
件
学
生
側
の
動
き
は
、
東
京
に
あ
る
共

産
学
生
同
盟
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
情

報
も
あ
る
の
で
、
京
都
軍
政
部
で
は
本
件
を

重
視
し
て
大
学
総
長
、
市
警
局
長
、
検
事

な
ど
関
係
者
を
招
致
」
し
て
状
況
を
聴
取

し
て
い
る
、
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
報
告
は
、

今
で
は
『
日
本
占
領
・
外
交
関
係
資
料
集

　

第
二
期
』
の
第
七
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
が
、
京
大
の
「
看
護
学
校
事
件
」
の

話
を
初
め
て
聞
い
た
の
は
、
そ
れ
こ
そ

一
九
六
九
年
の
大
学
闘
争
の
頃
で
、
当
時
京

大
の
憲
法
学
の
教
授
で
あ
っ
た
川
口
是
氏

に
、
大
学
の
自
主
講
座
で
「
七
○
年
安
保
」

の
話
な
ど
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
時
、
余
談

で
「
看
護
学
校
事
件
」
の
話
に
な
り
、「
自

分
は
ま
だ
学
生
で
、
共
産
党
に
も
入
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
闘
争
で
看
護
学
校
の

学
生
組
織
は
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。

そ
の
時
の
罪
の
意
識
か
ら
、
組
合
の
仕
事
な

ど
を
持
っ
て
こ
ら
れ
て
も
、
断
れ
な
い
の
だ
」

と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
、
京

大
を
辞
め
て
知
事
選
に
立
候
補
し
て
、
早
世

さ
れ
た
。
今
と
な
っ
て
は
詳
し
い
話
が
聞
け

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
。

二　

昭
和
天
皇
の
巡
幸

　

一
九
五
○
年
に
は
、
レ
ッ
ト
・
パ
ー
ジ
反

対
闘
争
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
京
大

の
補
導
部
員
で
処
分
す
る
側
に
い
た
吉
川

幸
次
郎
氏
の
回
想
（『
中
国
の
知
恵
』）
や
高

橋
和
巳
の
一
連
の
小
説
が
あ
る
が
、
豊
田
善

次
氏
の
『
高
橋
和
巳
の
回
想
』（
構
想
社
）

が
一
番
詳
し
い
。

　

こ
こ
で
は
、
翌
五
一
年
の
京
大
天
皇
事
件

の
前
提
と
な
っ
た
、
昭
和
天
皇
の
近
畿
地
方

へ
の
巡
幸
に
つ
い
て
書
い
て
お
き
た
い
。
こ

の
巡
幸
は
、
ま
さ
に
昭
和
天
皇
に
よ
る
、
敗

戦
後
の
天
皇
制
の
存
続
を
か
け
た
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
最
近
で
も
多
く
の
書
物
や

写
真
集
が
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
平
和

裏
に
進
め
ら
れ
た
よ
う
に
書
く
の
は
、
ま
さ

に
歴
史
の
偽
造
で
あ
る
。「
宮
内
庁　

行
幸

啓　

昭
和
二
十
六
年　

総
理
府
公
文　

巻

十
四
」
と
い
う
資
料
が
、
国
立
公
文
書
館

に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
一
月

一
七
日
に
配
布
さ
れ
た
、
三
重
県
共
産
党
の

ビ
ラ
の
写
し
が
あ
る
。

　
　

　

巡
幸
を
め
ぐ
っ
て
の
ア
ジ
ビ
ラ
散
布
に
つ
い
て

　

天
皇
陛
下
の
三
重
県
巡
幸
に
対
し
て
本
十
七
日
早

朝
、
日
共
中
勢
委
員
会
で
は
別
添
写
の
よ
う
な
内
容

を
、
謄
写
版
刷
（
半
紙
四
ツ
切
）
し
た
ア
ジ
ビ
ラ
を

津
市
内
の
主
要
路
上
で
、通
行
人
に
多
数
配
布
し
た
。

な
お
、
県
下
そ
の
他
の
地
域
で
は
未
だ
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。

　

天
皇
を
こ
ん
な
に
ま
で
し
て

　

十
何
年
前
ぶ
り
か
で
天
皇
が
来
県
す
る
と
い
う
の

で
、
半
年
も
前
か
ら
「
天
皇
奉
迎
準
備
」
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。
国
民
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
が
、
復
興

途
上
の
日
本
の
姿
、
国
民
の
生
活
を
御
視
察
に
な
る

と
い
う
と
聞
え
も
よ
い
が
、
大
さ
わ
ぎ
を
一
寸
横
か

ら
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
？

　

市
町
村
や
県
で
は
、
莫
大
な
予
算
を
使
っ
て
、
知

事
官
舎
に
太
い
ガ
ス
管
を
引
い
て
、
ガ
ス
風
呂
を
作

っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
製
の
自
動
車
を
買
い
こ
ん
だ
り
、

表
通
り
だ
け
は
舗
装
や
清
掃
に
大
さ
わ
ぎ
で
、
役
所

や
警
察
は
日
常
の
仕
事
も
ソ
ッ
チ
の
け
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
も
こ
の
金
は
差
押
え
公
売
ま
で
し
て
と
り

あ
げ
た
税
金
だ
。
津
市
で
は
百
万
円
の
予
算
だ
そ
う

だ
が
、実
際
に
は
二
百
万
円
以
上
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

 

私
た
ち
は
血
と
汗
の
税
金
が
や
た
ら
と
使
わ
れ
て

い
る
の
で
は
、「
街
が
き
れ
い
に
な
る
か
ら
よ
い
」

等
と
の
ん
き
な
こ
と
も
い
っ
て
お
ら
れ
な
い
。
本
当

の
国
民
の
生
活
み
た
い
の
な
ら
水
戸
黄
門
の
よ
う
に

お
し
の
び
で
や
っ
て
く
る
の
が
よ
い
。
そ
こ
に
は
配

給
の
米
も
と
れ
ず
に
、
寒
さ
に
向
っ
て
窓
ガ
ラ
ス
も

破
れ
放
し
の
教
室
が
あ
る
。
反
面
料
理
や
へ
入
り
び

た
り
の
官
僚
や
戦
争
景
気
で
ボ
ロ
も
う
け
の
も
の
が

い
る
。
こ
ん
な
目
か
く
し
の
視
察
に
名
を
か
る
行
幸

が
大
さ
わ
ぎ
を
や
っ
て
い
る
ス
キ
に
国
会
で
は
講
和

９
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安
全
保
障
の
両
条
約
が
ウ
ヤ
ム
ヤ
の
う
ち
に
自
由

党
の
手
で
可
決
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
結
局「
天

皇
行
幸
」
は
、
国
民
に
一
文
の
利
益
を
与
え
る
ど

こ
ろ
か
、
損
害
を
か
け
毎
日
の
生
活
苦
を
ゴ
マ
か

す
た
め
の
人
形
行
列
で
、
東
条
ら
が
利
用
し
た
天

皇
制
復
活
に
外
な
ら
な
い
。

１
、
税
金
は
国
民
の
利
益
の
た
め
に
使
え
！

２
、
天
皇
制
廃
止
、
大
統
領
制
の
樹
立
！

３
，
お
か
ざ
り
の
天
皇
を
か
つ
ぎ
ま
わ
る
な
！

４
，
日
本
の
独
立
と
平
和
を
お
か
す
講
和
条
約
反

対
！

日
本
共
産
党
中
勢
地
区
委
員
会

　

京
大
天
皇
事
件
の
直
後
に
撒
か
れ
た
ビ

ラ
で
あ
る
。
内
容
は
、
民
衆
の
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
な
か
で
、
天
皇
の
行
幸
に
、

な
ぜ
大
金
が
使
わ
れ
る
の
か
、
と
い
う
批

判
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
行

幸
が
日
米
の
講
和
・
安
保
両
条
約
の
隠
蔽

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
確

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、「
天
皇
制

廃
止
、
大
統
領
制
の
樹
立
」
と
い
う
要
求

も
書
か
れ
て
い
る
。

　

共
産
党
の
非
合
法
機
関
紙
『
平
和
と
独

立
』
で
は
、「
天
皇
、
血
税
の
な
か
を
歩
く

ー
三
重
椎
茸
協
組
、献
上
品
を
拒
る
」（
七
三

号
、
一
九
五
二
年
一
一
月
二
○
日
）
と
書

か
れ
て
い
る
。
当
時
の
三
重
県
は
、
労
働
、

農
民
、
部
落
解
放
運
動
の
先
進
地
域
で
あ

り
、
同
紙
で
も
、「
六
百
の
警
官
包
囲
下

に

籠
城
一
昼
夜

斗
い
ぬ
い
た
自
由
労

働
者

三
重
松
坂
」
と
い
う
、
有
名
な
松

阪
市
の
「
職
安
占
拠
事
件
」
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
平
和
と
独
立
』

な
ど
の
記
事
か
ら
、
天
皇
制
打
倒
の
問
題

が
当
時
の
共
産
党
の
主
要
な
闘
争
課
題
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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